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ワークショップ・タイトル  
 

Being in the Right Place at the Right Time 
Living Within Synchronicity 

正しい場所に、正しいタイミングでいること  
シンクロニシティの中に、⽣きる。 

 
中心となる前提（Core Premise） 
シンクロニシティは、運や宿命ではありません。  
特定の枠内で何かを実現させるマニフェステーションでもありません。  
未来を予測することでもありません。  
シンクロニシティとは、整合（アラインメント）が起こったときに自然に生まれる結果です。

  
人間のスピリットが判断を手放し、 肉体が「今ここ」にくつろぎ、  
魂が静かな体験のオーガナイザーとなる時、自然に現れるものです。  
 
このワークショップでは、 
人生を「正しくしよう」とする努力をやめ、マインドによる合意的な投影が、 
一瞬一瞬の「今」と出会うことをどのように許していくかを学びます。 
 
PART I - Why synchronicity is rare and why it isnʼt meant to be the primary pulse 
of life: individuals cannot be controlled when they live from synchronicity. 
なぜシンクロニシティは稀なのか。 
そして、なぜ⼈⽣の主要なリズムとして意図されていないのか理由は明確です。 
シンクロニシティから⽣きる⼈間は、コントロールできなくなるからです。  
 
Key Understanding:重要な理解 
多くの人がシンクロニシティを逃す理由は、次の状態にあるためです。 
・結果をコントロールしようとしている 
・恐れや切迫感から動いている 
・「自分が正しい」ことに執着している 
・過去の物語を繰り返している 
・未来を先取りして考えている 
 
これらすべてが、タイミングを崩します。  
 
シンクロニシティが起こる条件は次の通りです。 
・神経系が落ち着いている 
・気づきが「今」にある 
・判断（ジャッチメント）が存在しない 
・期待が手放されている 
押し進めるのをやめると、人生は動き始めます。  
ビジョンを保持すると、人生は自然に展開していきます。 
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PART II - The Three Conditions That Create “Right Place, Right Time” 
「正しい場所・正しいタイミング」を⽣み出す3つの条件 
これが、このワークショップの背⾻となる部分です。  
 
1. Neutral Awareness 中⽴的な気づき 
・ポジティブ思考ではありません。  
・楽観主義でもありません。  
・ニュートラルであること ──今この瞬間に在る、純粋な観照です。  
 
ニュートラルであるとき、知覚が広がります。  
知覚が広がると、反応する前に「選択」が立ち上がります。   
宇宙は、あなたに素早い決断を求めていません。  
明確に「観る」ことを求めています。  
  
2. Temporal Softening (Releasing Linear Time) 時間の軟化（直線的時間を⼿放す） 
多くの人は、次の感覚の中で生きています。 
・「もう遅すぎる」 
・「まだ早すぎる」 
・「あの時、こうすべきだった」 
・「逃してしまうかもしれない」 
 
シンクロニシティは、直線的時間の外側に存在します。  
スピリットが完全に今に在るとき、時間は伸縮性を持ちます。  
マインドが先へ先へと急ぐのをやめた時、時間の方から、あなたに歩み寄ってきます。 
 
3. Body Presence (Not Just Awareness)  ⾁体に在ること（気づきだけでは不⼗分） 
気づきが肉体の上に浮いている状態では、シンクロニシティは起こりません。  
肉体は、次の三つが出会う場所です。 
・ガイアのフィールド 
・人間のスピリット 
・魂の意識 
 
Statement: 
肉体がここにいなければ、あなたの人生もここにありません。 
 
 
PART III - What Synchronicity Actually Feels Like 
ここでは、受講⽣がシンクロニシティを信頼できるようになるための理解を深めます。  
 
シンクロニシティの感覚は、次のようなものです。 
・高揚ではなく、安らぎ 
・切迫感ではなく、明晰さ 
・ドラマではなく、シンプルさ 
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・驚きではなく、既知感 
・静かな確信 
 
それは大きく名乗りを上げることは、ほとんどありません。  
ささやくように現れます。 
 
 
PART IV - PRACTICES (Minimal, Potent, Experiential) 
実践（最⼩限・強⼒・体験的）  
 
Practice 1：アラインメント・ポーズ（5分） 
１.楽な姿勢で座ります。  
２.意識をお腹に置きます。  
３.自然に呼吸します。 
４.心の中で静かに尋ねます。  
５.「私は何かを押し進めていないだろうか？」 
６.マインドではなく、肉体の反応を待ちます。 
 
これだけで、タイミングは即座にリセットされます。 
 
Practice 2：シンクロニシティ・ウォーク（可能であれば） 
次をイメージします（後日、実際に行います）。 
・目的地を決めずに歩く 
・立ち止まることを許す 
・微細な衝動に気づく 
・進む方向を肉体に選ばせる 
 
シンクロニシティは、 肉体（本能）が導き、マインドが従うときに始まります。 
 
Practice 3：内なる静⽌点（Still Point） 
次の「間」を感じ取ります。 
・呼吸と呼吸の間 
・思考と沈黙の間 
 
この静止点に、タイミングがあります。  
「正しい場所・正しいタイミング」は、ここから生まれます。 
 
 
PART V - Why Japan Is Especially Receptive to This Teaching 
なぜ⽇本は、この教えを特に受け取りやすいのか  
これは、チームにとって重要な点です。 
次の点は、穏やかに共有することができます。 
・日本文化は、もともと「タイミング」「調和」「繊細な気づき」を大切にする感性がある 
・「間（ま）」という概念そのものが、シンクロニシティである 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・自然とつながる意識が、集合的なフィールドの中に今も生きている 
 
より深い理解はこうです。  
この教えは、日本にとって新しいものではないということです。 
それは、思い出すことなのです。 
 
 
PART VI - Living It (Without Trying to) 
努⼒せずに⽣きる 
日常の中での、三つのシンプルな指針です。 
１.何かに「フォース」が必要だと感じたら、一度立ち止まる 
２.物事が自然に運ぶ時は、その感覚に気づく 
３.混乱を感じたら、分析するのではなく、速度を落とす 
 
シンクロニシティは、起動するものではありません。 
許されることで、起こります。 
 
 
 

CLOSING STATEMENT 
正しい場所に、正しいタイミングでいることは、  
人生を「正しくしよう」とすることではありません。 

 
十分に「今」に在ることで、  

人生のほうから出会ってくる状態のことです。 
 

意味を追いかけるのをやめた時、  
意味は、あなたを見つけます。 

 
 
 
 
 
＝＝＝＝＝  
Why This Workshop Works 
このワークショップが機能する理由： 
・単体で成立する  
・事前モジュールを必要としない  
・すでに伝えてきたすべての内容と調和する  
・概念ではなく、体験を重視している  
・日本的な感性と非常によく合う  
・受講生を圧倒するのではなく、静けさへ導く 

 

 


